
(57)【要約】

　本発明は、基板と、該基板上に、または該基板を覆う

ように定形されたエレクトロルミネッセント材料を含む

複数の表示画素（3）と、を有するエレクトロルミネッ

セントディスプレイパネル（2）に関する。ディスプレ

イパネル（2）は、さらに隣接する表示画素（3）の間に

、少なくとも一つのマイクロコンタクト印刷された撥水

層（11）を有する。またｈ、本発明は、そのようなディ

スプレイパネルを製造する方法に関する。当該方法では

、エレクトロルミネッセント材料を含む液体を収容する

フォトレジストバリアを設置する必要はない。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 基 板 と 、 該 基 板 上 に 、 ま た は 該 基 板 を 覆 う よ う に 定 形 さ れ た エ レ ク ト ロ ル ミ ネ ッ セ ン ト
材 料 を 含 む 複 数 の 表 示 画 素 と 、 を 有 す る エ レ ク ト ロ ル ミ ネ ッ セ ン ト デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル で
あ っ て 、
　 さ ら に 、 少 な く と も 数 個 の 隣 接 す る 表 示 画 素 の 間 に 、 少 な く と も 一 つ の マ イ ク ロ コ ン タ
ク ト 印 刷 さ れ た 撥 水 層 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る エ レ ク ト ロ ル ミ ネ ッ セ ン ト デ ィ ス プ レ イ
パ ネ ル 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 撥 水 層 は 、 自 己 組 織 化 単 分 子 層 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 1に 記 載 の エ レ ク ト
ロ ル ミ ネ ッ セ ン ト デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 基 板 は 、 可 撓 性 基 板 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 1に 記 載 の エ レ ク ト ロ ル ミ ネ ッ
セ ン ト デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル 。
【 請 求 項 ４ 】
　 さ ら に 、 前 記 表 示 画 素 用 の 第 1お よ び 第 2の 電 極 と 、 前 記 表 示 画 素 の 間 の 、 前 記 第 2の 電
極 か ら 前 記 第 1の 電 極 を 分 離 す る 保 護 層 と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 1に 記 載 の エ レ
ク ト ロ ル ミ ネ ッ セ ン ト デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 マ イ ク ロ コ ン タ ク ト 印 刷 さ れ た 撥 水 層 は 、 少 な く と も 前 記 保 護 層 の 一 部 に 、 ま た は
少 な く と も 前 記 保 護 層 の 一 部 を 覆 う よ う に 定 形 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 4に 記 載 の
エ レ ク ト ロ ル ミ ネ ッ セ ン ト デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 マ イ ク ロ コ ン タ ク ト 印 刷 さ れ た 撥 水 層 は 、 前 記 保 護 層 の 一 部 を 前 記 エ レ ク ト ロ ル ミ
ネ ッ セ ン ト 材 料 に 対 し て 露 出 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 5に 記 載 の エ レ ク ト ロ ル ミ ネ
ッ セ ン ト デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 請 求 項 の い ず れ か 一 つ に 記 載 の エ レ ク ト ロ ル ミ ネ ッ セ ン ト デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル を 有
す る 電 気 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ ッ セ ン ト デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル を 製 造 す る 方 法 で あ っ て 、
　 基 板 を 提 供 す る ス テ ッ プ と 、
　 マ イ ク ロ コ ン タ ク ト 印 刷 法 に よ っ て 、 前 記 基 板 上 に ま た は 前 記 基 板 を 覆 う よ う に 、 撥 水
層 を 提 供 す る ス テ ッ プ と 、
　 を 有 す る 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
　 さ ら に 、
　 前 記 基 板 上 に ま た は 前 記 基 板 を 覆 う よ う に 、 第 1の 電 極 を 提 供 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 第 1の 基 板 上 に ま た は 前 記 第 1の 基 板 を 覆 う よ う に 、 保 護 層 を 提 供 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 保 護 層 を パ タ ー ン 化 し て 、 表 示 画 素 領 域 を 定 形 す る ス テ ッ プ と 、
　 マ イ ク ロ コ ン タ ク ト 印 刷 法 に よ っ て 、 前 記 表 示 画 素 領 域 の 間 に 前 記 撥 水 層 を 提 供 す る ス
テ ッ プ と 、
　 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 8に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 さ ら に 、
　 前 記 基 板 を 覆 う よ う に 、 少 な く と も 一 つ の エ レ ク ト ロ ル ミ ネ ッ セ ン ト 材 料 を 設 置 す る ス
テ ッ プ と 、
　 少 な く と も 前 記 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ ッ セ ン ト 材 料 の 上 部 に 、 ま た は 少 な く と も 前 記 エ レ ク
ト ロ ル ミ ネ ッ セ ン ト 材 料 を 覆 う よ う に 金 属 層 を 提 供 す る ス テ ッ プ と 、
　 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 8ま た は 9に 記 載 の 方 法 。
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【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 撥 水 層 は 、 マ イ ク ロ コ ン タ ク ト 印 刷 さ れ た 層 を フ ッ 素 化 処 理 す る こ と に よ っ て 得 ら
れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 8に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 撥 水 層 は 、 SiO 2 ま た は ITOの よ う な 無 機 層 上 に マ イ ク ロ コ ン タ ク ト 印 刷 さ れ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 8乃 至 11の い ず れ か 一 つ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 撥 水 層 は 、 ト リ メ ト キ シ （ 3， 3， 3－ ト リ フ ル オ ロ プ ロ ピ ル ） シ ラ ン で あ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 12の 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 撥 水 層 は 、 高 分 子 層 上 に マ イ ク ロ コ ン タ ク ト 印 刷 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 8
乃 至 11の い ず れ か 一 つ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 撥 水 層 は 、
　 ポ リ エ チ レ ン 層 上 に 、 ポ リ （ tert－ ブ チ ル ア ク リ レ ー ト ） の マ イ ク ロ コ ン タ ク ト 印 刷 を
行 う ス テ ッ プ と 、
　 前 記 ポ リ （ tert－ ブ チ ル ア ク リ レ ー ト ） の 湿 式 化 学 処 理 に よ っ て 、 ポ リ ア ク リ ル 酸 高 分
岐 膜 を 得 る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 ポ リ ア ク リ ル 酸 高 分 岐 膜 の 少 な く と も 一 部 を フ ッ 素 化 す る ス テ ッ プ と 、
　 に よ っ て 得 ら れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 14の 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 撥 水 層 は 、
　 親 水 性 ポ リ ス チ レ ン 層 上 に 、 ポ リ ア ミ ン 層 の 高 分 子 電 解 質 ス タ ッ ク を 提 供 す る ス テ ッ プ
と 、
　 前 記 高 分 子 電 解 質 ス タ ッ ク の 露 出 さ れ た ポ リ ア ミ ン 層 上 に 、 ポ リ ス チ レ ン － ブ ロ ッ ク －
ポ リ ア ク リ ル 酸 の マ イ ク ロ コ ン タ ク ト 印 刷 を 行 う ス テ ッ プ と 、
　 前 記 ポ リ ス チ レ ン － ブ ロ ッ ク － ポ リ ア ク リ ル 酸 の フ ッ 素 化 を 行 う ス テ ッ プ と 、
　 に よ っ て 得 ら れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 14の 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 撥 水 層 は 、
　 親 水 性 ポ リ ス チ レ ン 層 を 提 供 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 ポ リ ス チ レ ン 層 上 に 、 ポ リ （ 乳 酸 ） － ポ リ （ エ チ レ ン グ リ コ ー ル ） の マ イ ク ロ コ ン
タ ク ト 印 刷 を 行 う ス テ ッ プ と 、
　 に よ っ て 得 ら れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 14の 記 載 の 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 基 板 と 、 該 基 板 上 に 、 ま た は 該 基 板 を 覆 う よ う に 定 形 さ れ た エ レ ク ト ロ ル ミ
ネ ッ セ ン ト 材 料 を 含 む 複 数 の 表 示 画 素 と 、 を 有 す る エ レ ク ト ロ ル ミ ネ ッ セ ン ト デ ィ ス プ レ
イ パ ネ ル に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 基 板 上 に ま た は 基 板 を 覆 う よ う に 、 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ ッ セ ン ト 材 料 を 含 む 表 示 画 素 を 用
い た デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル は 、 著 し く 普 及 し 始 め て い る 。 こ れ ら の 発 光 素 子 は 、 行 と 列 の マ
ト リ ク ス 内 に 配 置 さ れ た 表 示 画 素 に 組 み 込 ま れ た 、 あ る い は 表 示 画 素 を 形 成 す る 発 光 ダ イ
オ ー ド （ LED） で あ っ て も 良 い 。 そ の よ う な LEDに 使 用 さ れ る 材 料 は 、 特 定 の 高 分 子 （ PLED
） ま た は 微 細 分 子 有 機 （ SMOLED） 材 料 の よ う に 、 こ れ ら の 材 料 に 電 流 が 流 れ る と 、 光 を 発
生 す る よ う に 適 合 さ れ て い る 。 従 っ て 、 LEDは 、 こ れ ら の エ レ ク ト ロ ル ミ ネ ッ セ ン ト 材 料
に 電 流 が 流 れ る よ う に 配 置 さ れ る 必 要 が あ る 。 通 常 、 パ ッ シ ブ 駆 動 式 マ ト リ ク ス デ ィ ス プ
レ イ と ア ク テ ィ ブ 駆 動 式 マ ト リ ク ス デ ィ ス プ レ イ は 、 区 別 さ れ て い る 。 ア ク テ ィ ブ 駆 動 マ
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ト リ ク ス デ ィ ス プ レ イ の 場 合 、 表 示 画 素 は 、 そ れ 自 体 が 1ま た は 2以 上 の ト ラ ン ジ ス タ 等 の
活 性 回 路 を 有 す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 PLED材 料 は 、 熱 安 定 性 、 柔 軟 性 お よ び 水 溶 液 ま た は 溶 媒 中 の 溶 解 度 に 関 す る 固 有 の 特 徴
に よ り 、 SMOLED材 料 を 超 え る 利 点 を 有 す る 。 そ の 結 果 、 PLED材 料 は 、 ス ピ ン コ ー ト ま た は
イ ン ク ジ ェ ッ ト 成 膜 法 の よ う な 湿 式 化 学 的 手 法 に よ っ て 設 置 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 欧 州 特 許 出 願 EP-A-0892028号 に は 、 有 機 EL素 子 が 示 さ れ て お り 、 こ の 文 献 で は 、 透 明 基
板 上 に 、 透 明 画 素 電 極 が 形 成 さ れ る 。 画 素 電 極 の 間 に は 、 光 転 写 技 術 に よ っ て 定 形 さ れ た
フ ォ ト レ ジ ス ト の 列 が 形 成 さ れ 、 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ ッ セ ン ト 材 料 を 含 む イ ン ク 液 滴 が 、 意
図 せ ず に 、 隣 接 す る 表 示 画 素 の 方 に 流 出 す る こ と が 防 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 そ の よ う な エ レ ク ト ロ ル ミ ネ ッ セ ン ト デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル の 製 造 プ ロ セ ス は 、 昇 温 す る
ス テ ッ プ を 含 む 。 こ れ ら の 昇 温 ス テ ッ プ は 、 フ ォ ト レ ジ ス ト 材 料 の ク ロ ス リ ン ク お よ び ／
ま た は フ ォ ト レ ジ ス ト の 列 を 平 坦 化 す る た め に 必 要 と な る 。 そ の 構 造 部 に は 、 通 常 金 属 層
が 設 置 さ れ 、 表 示 画 素 の 電 極 が 提 供 さ れ る た め で あ る 。 通 常 の 場 合 、 温 度 は 、 使 用 さ れ る
フ ォ ト レ ジ ス ト 材 料 の ガ ラ ス 点 を 超 え る 温 度 に 昇 温 さ れ る 。 さ ら に 、 パ ッ シ ブ マ ト リ ク ス
デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル の 場 合 は 、 金 属 電 極 層 の 分 離 の た め 、 通 常 追 加 の フ ォ ト レ ジ ス ト 構 造
が 設 置 さ れ る 。 こ れ ら の パ ッ シ ブ マ ト リ ク ス デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル で は 、 追 加 の フ ォ ト レ ジ
ス ト 構 造 を 設 置 す る 前 に 、 フ ォ ト レ ジ ス ト を ク ロ ス リ ン ク さ せ る た め 昇 温 が 必 要 と な る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し か し な が ら 、 製 造 処 理 プ ロ セ ス に お い て 、 昇 温 が 必 要 で あ る こ と は 、 不 都 合 で あ る 。
例 え ば 、 可 撓 性 基 板 を 使 用 す る 場 合 、 昇 温 に よ っ て 、 そ の よ う な 基 板 の 寸 法 が 相 当 変 形 し
て し ま う 可 能 性 が あ る 。 ま た 、 通 常 フ ォ ト レ ジ ス ト の 列 に よ っ て 、 表 示 画 素 間 の 距 離 は 、
相 当 長 く な る 。 通 常 こ れ ら の 列 は 、 光 回 折 限 界 の 問 題 を 抱 え る 標 準 的 な 近 接 写 真 転 写 に よ
っ て 設 置 さ れ る た め で あ る 。 ま た 、 写 真 転 写 は 、 高 コ ス ト な 処 理 ス テ ッ プ で あ り 、 デ ィ ス
プ レ イ パ ネ ル の コ ス ト が 高 く な っ て し ま う 。 さ ら に 、 印 刷 さ れ た イ ン ク 液 滴 が 隣 接 す る 表
示 画 素 間 で 混 合 す る こ と を 回 避 す る た め 、 フ ォ ト レ ジ ス ト の 列 に は 、 追 加 の 非 湿 式 プ ラ ズ
マ 処 理 ス テ ッ プ が 必 要 と な る 。
【 特 許 文 献 １ 】 欧 州 特 許 出 願 公 開 第 0892028号 明 細 書
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 課 題 は 、 前 述 の 問 題 の 少 な く と も 一 つ を 抑 制 ま た は 解 消 す る エ レ ク ト ロ ル ミ ネ
ッ セ ン ト デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 前 記 課 題 は 、 隣 接 表 示 画 素 の 間 に 、 さ ら に 、 少 な く と も 一 つ の マ イ ク ロ コ ン タ ク ト 印 刷
さ れ た 撥 水 層 を 有 す る エ レ ク ト ロ ル ミ ネ ッ セ ン ト デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル を 提 供 す る こ と に よ
っ て 達 成 さ れ る 。 マ イ ク ロ コ ン タ ク ト 印 刷 さ れ た 撥 水 層 を 設 置 す る こ と に よ り 、 フ ォ ト レ
ジ ス ト の 列 を 用 い て エ レ ク ト ロ ル ミ ネ ッ セ ン ト 材 料 を 含 む イ ン ク 液 滴 の 混 合 を 防 止 す る 必
要 が な く な り 、 さ ら に は 昇 温 に よ っ て 列 を 平 坦 化 す る こ と 、 す な わ ち 、 光 転 写 技 術 に よ っ
て 定 形 さ れ た 列 の 初 期 の 尖 っ た 端 部 に 曲 率 を 生 じ さ せ る 必 要 が な く な る 。 マ イ ク ロ コ ン タ
ク ト 印 刷 法 で は 、 昇 温 は 不 要 で あ る 。 ま た 、 マ イ ク ロ コ ン タ ク ト 印 刷 さ れ た 層 に よ っ て 、
発 光 に 寄 与 す る 有 効 表 示 画 素 領 域 が 増 大 し 、 標 準 的 な 近 接 写 真 転 写 法 で 定 形 さ れ た 表 示 画
素 よ り も 、 良 好 な 解 像 度 が 得 ら れ る 。 さ ら に 、 マ イ ク ロ コ ン タ ク ト 印 刷 層 で は 、 光 写 真 転
写 法 で 定 形 さ れ た フ ォ ト レ ジ ス ト の 列 が 不 要 と な り 、 低 コ ス ト の デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル が 提
供 さ れ る 。 マ イ ク ロ コ ン タ ク ト 印 刷 さ れ た 撥 水 層 に は 、 例 え ば 印 刷 層 の フ ッ 素 化 に よ っ て
、 印 刷 後 に 撥 水 特 性 が 得 ら れ あ る い は 撥 水 特 性 が 向 上 し た 、 マ イ ク ロ コ ン タ ク ト 印 刷 さ れ
た 層 が 含 ま れ る こ と に 留 意 す る 必 要 が あ る 。

10

20

30

40

50

(4) JP 2007-508674 A 2007.4.5



【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の あ る 実 施 例 で は 、 撥 水 層 は 、 自 己 組 織 化 単 分 子 層 で あ る 。 そ の よ う な 単 分 子 層
は 、 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ ッ セ ン ト 材 料 を 含 む イ ン ク ジ ェ ッ ト 印 刷 さ れ た 液 滴 と の 濡 れ 性 が 低
い こ と が 知 ら れ て お り 、 す な わ ち 、 そ の よ う な 単 分 子 層 に 対 す る 液 体 ま た は 流 体 の 接 触 角
は 、 有 意 に 大 き く な る 。 液 体 に は 、 例 え ば ポ リ ア ニ リ ン （ PANI） も し く は ポ リ － 3、 4－ エ
チ レ ン ジ オ キ シ チ オ フ ェ ン （ PEDOT） の よ う な 導 電 性 高 分 子 、 ま た は エ レ ク ト ロ ル ミ ネ ッ
セ ン ト 材 料 も し く は そ の 材 料 の 前 駆 体 を 含 む 発 光 物 質 が 含 ま れ る こ と に 留 意 す る 必 要 が あ
る 。 流 体 は 、 例 え ば 溶 液 、 分 散 剤 ま た は エ マ ル ジ ョ ン で あ る 。 流 体 は 、 例 え ば 、 エ レ ク ト
ロ ル ミ ネ ッ セ ン ス を 示 す 可 溶 性 高 分 子 で あ っ て も 良 い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の あ る 実 施 例 で は 、 基 板 は 、 可 撓 性 基 板 で あ る 。 こ の 可 撓 性 基 板 は 、 透 明 プ ラ ス
チ ッ ク ま た は 不 透 明 金 属 箔 の い ず れ で あ っ て も 良 い 。 そ の よ う な 基 板 に は 、 形 状 自 由 度 が
広 が り 、 表 示 パ ネ ル を よ り 薄 く す る こ と が で き る と い う 利 点 が あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 好 適 実 施 例 で は 、 当 該 デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル は 、 さ ら に 、 前 記 表 示 画 素 用 の 第 1
お よ び 第 2の 電 極 と 、 前 記 表 示 画 素 の 間 の 、 前 記 第 2の 電 極 か ら 前 記 第 1の 電 極 を 分 離 す る
保 護 層 と を 有 す る 。 保 護 層 は 、 二 酸 化 珪 素 等 の 無 機 層 で あ っ て も 有 機 層 で あ っ て も 良 い 。
保 護 層 は 、 十 分 に 厚 く 、 画 素 領 域 の 外 側 で 第 1お よ び 第 2の 電 極 を 分 離 す る 。 マ イ ク ロ コ ン
タ ク ト 印 刷 さ れ た 撥 水 層 は 、 こ の 保 護 層 上 に 、 ま た は 保 護 層 全 体 に わ た っ て 定 形 さ れ る 。
マ イ ク ロ コ ン タ ク ト 印 刷 さ れ た 撥 水 層 は 、 前 記 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ ッ セ ン ト 材 料 に 対 し て 前
記 保 護 層 の 一 部 を 露 出 さ せ る こ と が 好 ま し い 。 保 護 層 は 、 親 水 性 で あ る こ と が 好 ま し く 、
そ の よ う な 配 置 で は 、 表 示 画 素 内 の 液 体 の 分 布 が よ り 均 一 と な り 、 表 示 画 素 の 境 界 近 傍 に
お い て 、 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ ッ セ ン ト 材 料 層 の 厚 さ が 薄 く な る こ と が 回 避 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 さ ら に 本 発 明 は 、 前 述 の デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル を 有 す る 電 気 装 置 に 関 す る 。 そ の よ う な 電
気 装 置 は 、 携 帯 電 話 、 パ ー ソ ナ ル デ ジ タ ル ア シ ス タ ン ト （ PDA） ま た は 携 帯 型 コ ン ピ ュ ー
タ 等 の 携 帯 装 置 に 関 す る も の で あ っ て も 良 く 、 さ ら に パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ の モ ニ タ 、
テ レ ビ ジ ョ ン セ ッ ト 、 ま た は 例 え ば 車 の ダ ッ シ ュ ボ ー ド 上 の デ ィ ス プ レ イ の よ う な 装 置 に
関 す る も の で あ っ て も 良 い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 さ ら に 本 発 明 は 、
　 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ ッ セ ン ト デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル を 製 造 す る 方 法 で あ っ て 、
　 基 板 を 提 供 す る ス テ ッ プ と 、
　 マ イ ク ロ コ ン タ ク ト 印 刷 法 に よ っ て 、 前 記 基 板 上 に ま た は 前 記 基 板 を 覆 う よ う に 、 撥 水
層 を 提 供 す る ス テ ッ プ と 、
　 を 有 す る 方 法 に 関 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 こ れ ら の ス テ ッ プ に よ っ て 、 低 コ ス ト の 製 造 方 法 が 提 供 さ れ 、 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ ッ セ ン
ト 材 料 を 含 む 設 置 液 体 を 分 離 す る た め の フ ォ ト レ ジ ス ト バ リ ア は 、 も は や 不 要 と な る 。 当
該 方 法 は 、 デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル を 製 造 す る た め の さ ら に 別 の ス テ ッ プ を 有 し て も 良 い 。 こ
れ ら の ス テ ッ プ の 一 つ は 、 マ イ ク ロ 印 刷 さ れ た 材 料 を フ ッ 素 化 す る ス テ ッ プ で あ り 、 こ れ
に よ り 層 に 撥 水 特 性 が 付 与 さ れ 、 ま た は 層 の 撥 水 特 性 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 当 該 方 法 の あ る 実 施 例 で は 、 撥 水 層 は 、 高 分 子 層 上 に 印 刷 さ れ る 。 こ の 高 分 子 層 は 、 高
分 子 基 板 で あ っ て も 、 高 分 子 基 板 も し く は 別 の 材 料 の 基 板 上 の 高 分 子 層 で あ っ て も 良 い 。
そ の よ う な 高 分 子 層 は 、 例 え ば デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル 上 の 電 極 を 絶 縁 す る 保 護 層 と し て 使 用
さ れ る 。 高 分 子 界 面 に マ イ ク ロ 印 刷 す る た め の い く つ か の シ ス テ ム が 、 従 属 項 に 記 載 さ れ
て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 そ の よ う な デ ィ ス プ レ イ へ の マ イ ク ロ コ ン タ ク ト 印 刷 法 は 、 米 国 特 許 出 願 第 2002／ 0051

10

20

30

40

50

(5) JP 2007-508674 A 2007.4.5



893号 に 示 さ れ て い る こ と に 留 意 す る 必 要 が あ る 。 し か し な が ら 、 こ の 文 献 で は 、 カ ソ ー
ド の コ ン タ ク ト 部 と し て 使 用 さ れ る 導 電 性 材 料 が 、 無 機 ま た は 有 機 膜 上 に 印 刷 さ れ る 。 ま
た 、 米 国 特 許 第 6,380,101号 に は 、 湿 式 化 学 エ ッ チ ン グ に 対 す る 保 護 層 と し て 、 イ ン ジ ウ
ム ス ズ 酸 化 物 上 に マ イ ク ロ コ ン タ ク ト 印 刷 さ れ た 、 自 己 組 織 化 単 分 子 層 が 示 さ れ て い る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 添 付 図 面 を 参 照 し て 、 さ ら に 本 発 明 を 説 明 す る 。 図 面 に は 、 本 発 明 の 好 適 実 施 例 が 示 さ
れ て い る 。 本 発 明 は 、 こ れ ら の 特 定 の お よ び 好 適 な 実 施 例 に 限 定 さ れ る も の で は な い こ と
に 留 意 す る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 1に は 、 行 4お よ び 列 5の マ ト リ ク ス 内 に 配 置 さ れ た 複 数 の 表 示 画 素 3を 有 す る ア ク テ ィ
ブ デ ィ ス プ レ イ 2を 有 す る 電 気 装 置 1を 示 す 。 デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル 2は 、 有 機 発 光 ダ イ オ ー
ド （ OLED） を 含 む 表 示 画 素 3を 有 す る ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス デ ィ ス プ レ イ ま た は パ ッ シ ブ
マ ト リ ク ス デ ィ ス プ レ イ で あ っ て も 良 い 。 デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル 2は 、 フ ル カ ラ ー の ま た は
白 黒 の デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル で あ っ て も 良 い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 2に は 、 従 来 の パ ッ シ ブ マ ト リ ク ス デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル 2の 一 部 の 上 面 図 と 、 A-A線 お
よ び B-B線 に 沿 っ た 断 面 図 を 示 す 。 行 4内 の 個 々 の 表 示 画 素 3は 、 基 板 7の 上 に 設 置 さ れ た 保
護 層 6に よ っ て 分 離 さ れ て い る 。 保 護 層 6は 、 ア ノ ー ド 8お よ び カ ソ ー ド （ 図 示 さ れ て い な
い ） を 分 離 す る 。 さ ら に 保 護 層 6は 、 フ ォ ト レ ジ ス ト 構 造 部 9に よ っ て 覆 わ れ て い る 。 レ ジ
ス ト 構 造 部 9は 、 標 準 的 な 光 転 写 処 理 プ ロ セ ス に よ っ て 得 ら れ 、 そ の 後 、 構 造 部 9を 平 坦 化
す る た め 、 設 置 さ れ た フ ォ ト レ ジ ス ト 材 料 の ガ ラ ス 点 を 超 え る 温 度 に 昇 温 さ れ る 。 こ の レ
ジ ス ト 構 造 部 9の 平 坦 化 処 理 は 、 行 4に 沿 っ た カ ソ ー ド 層 （ 図 示 さ れ て い な い ） を 妨 害 し な
い よ う に す る 必 要 が あ る 。 レ ジ ス ト 構 造 部 9は 、 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ ッ セ ン ト 材 料 の 液 滴 （
図 示 さ れ て い な い ） を 含 有 す る た め 、 お よ び こ れ ら の 液 滴 が 隣 接 す る 表 示 画 素 3の 間 で 混
合 す る こ と を 防 止 す る た め に 形 成 さ れ る 。 通 常 の 場 合 、 レ ジ ス ト 構 造 部 9の 高 さ は 、 1乃 至
10μ mで あ る 。 液 体 は 、 例 え ば イ ン ク ジ ェ ッ ト 印 刷 法 に よ っ て 設 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 こ の 方 法 の 欠 点 は 、 レ ジ ス ト 構 造 部 9を 形 成 す る た め 、 光 転 写 処 理 ス テ ッ プ が 必 要 と な
る こ と で あ る 。 通 常 、 温 度 が 例 え ば 200℃ に 昇 温 さ れ る と 、 レ ジ ス ト 材 料 の 一 部 流 動 が 始
ま り 、 光 転 写 技 術 に よ っ て 定 形 さ れ た レ ジ ス ト 構 造 部 9の 尖 っ た 端 部 の 曲 率 が 平 坦 化 さ れ
る 。 基 板 7が 例 え ば プ ラ ス チ ッ ク 製 で あ る 場 合 、 基 板 7上 の 構 造 部 に は 、 例 え ば 数 十 ミ ク ロ
ン 程 度 の 大 き な 寸 法 変 形 が 生 じ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 パ ッ シ ブ マ ト リ ク ス デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル 2で は 、 通 常 の 場 合 、 逆 三 角 形 状 の 端 部 を 有 す
る 別 の レ ジ ス ト 構 造 部 10が 設 置 さ れ 、 隣 接 行 4の 間 で 、 カ ソ ー ド 配 線 （ 図 示 さ れ て い な い
） が 分 離 さ れ る 。 レ ジ ス ト 構 造 部 10の 逆 三 角 形 状 の 端 部 に よ っ て 、 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ ッ セ
ン ト 材 料 を 含 む 液 滴 に は 、 毛 細 管 力 が 働 き 、 液 体 が 隣 接 す る 表 示 画 素 3に 移 動 す る 。 別 の
レ ジ ス ト 構 造 部 10自 身 を 高 温 に す る 必 要 は な い こ と に 留 意 す る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 3に は 、 従 来 の ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル の 一 部 を 示 す 。 こ の 図 に お
い て 、 フ ォ ト レ ジ ス ト 構 造 部 9は 、 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ ッ セ ン ト 材 料 を 含 む 液 滴 が 隣 接 す る
表 示 画 素 3間 で 混 合 す る こ と を 防 止 す る 。 ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル 2の 場
合 は 、 逆 三 角 形 状 の 端 部 を 有 す る レ ジ ス ト 構 造 部 10が 不 要 で あ る こ と に 留 意 す る 必 要 が あ
る 。 通 常 そ の よ う な パ ネ ル は 、 共 通 の カ ソ ー ド （ 図 示 さ れ て い な い ） で 作 動 さ れ る た め で
あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 2に 示 す よ う な パ ッ シ ブ マ ト リ ク ス デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル と 、 図 3に 示 す よ う な ア ク テ ィ
ブ マ ト リ ク ス デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル の い ず れ の 場 合 も 、 パ ネ ル の 各 部 分 で の 濡 れ 性 を 変 化 さ
せ る た め 、 表 面 処 理 が 実 施 さ れ る 。 O 2 プ ラ ズ マ 処 理 と 、 そ の 後 の CF 4 プ ラ ズ マ 処 理 に よ っ

10

20

30

40

50

(6) JP 2007-508674 A 2007.4.5



て 、 例 え ば ポ リ エ チ レ ン ジ オ キ シ チ オ フ ェ ン （ PEDOT） お よ び 発 光 高 分 子 （ LEP） の よ う な
イ ン ク ジ ェ ッ ト 印 刷 さ れ た 液 体 は 、 例 え ば イ ン ジ ウ ム ス ズ 酸 化 物 （ ITO） か ら な る ア ノ ー
ド 8、 お よ び 例 え ば SiO 2 製 の 保 護 層 6を 濡 ら す が 、 有 機 フ ォ ト レ ジ ス ト 構 造 部 9か ら は 、 は
じ か れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 4に は 、 本 発 明 に よ る パ ッ シ ブ マ ト リ ク ス デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル 2の 一 部 の 上 面 図 と 、 A-
A線 に 沿 っ た 断 面 図 を 示 す 。 こ の 例 に お い て も 、 基 板 7は 、 保 護 層 6と 、 通 電 に よ っ て 赤 （ R
） 、 緑 （ G） お よ び 青 （ B） の 光 を 発 光 す る 表 示 画 素 3を 定 形 す る ア ノ ー ド 8と 、 を 有 す る 。
た だ し 図 2、 3に 示 す よ う に 、 デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル 2は 、 も は や 表 示 画 素 3の 間 に レ ジ ス ト 構
造 部 9を 有 さ な い 。 そ の 代 わ り 、 表 示 画 素 3の 間 に は 、 マ イ ク ロ コ ン タ ク ト 印 刷 さ れ た 層 11
が 提 供 さ れ る 。 以 下 に 詳 し く 説 明 す る よ う に 、 マ イ ク ロ コ ン タ ク ト 印 刷 さ れ た 層 11は 、 撥
水 特 性 を 有 し 、 ま た は マ イ ク ロ コ ン タ ク ト 印 刷 さ れ た 層 11に は 、 撥 水 特 性 が 付 与 さ れ る 。
図 3に 示 す よ う な ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル 2の 場 合 も 同 様 に 、 レ ジ ス ト 構
造 部 9は 、 マ イ ク ロ コ ン タ ク ト 印 刷 さ れ た 層 11と 置 換 さ れ る 。 マ イ ク ロ コ ン タ ク ト 印 刷 さ
れ た 層 11は 、 表 示 画 素 2の 全 周 に 設 置 さ れ る こ と が 好 ま し い 。 表 示 画 素 2の 形 状 は 、 図 の 例
に 限 定 さ れ る も の で は な い こ と に 留 意 す る 必 要 が あ る 。 例 え ば 円 状 、 四 角 状 ま た は 長 方 形
状 等 、 他 の 画 素 形 状 も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 マ イ ク ロ コ ン タ ク ト 印 刷 法 で は 、 パ タ ー ン 化 さ れ た ス タ ン プ 表 面 を 備 え る ス タ ン プ に 、
印 刷 層 11の 分 子 を 含 む 溶 液 が 塗 布 さ れ 、 こ の 溶 液 が ス タ ン プ 内 に 拡 散 す る 。 ス タ ン プ は 、
例 え ば ポ リ ジ メ チ ル シ ロ キ サ ン （ PDMS） で あ る 。 そ の 後 ス タ ン プ は 、 乾 燥 さ れ る 。 次 に パ
タ ー ン 化 さ れ た ス タ ン プ が デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル 2の 近 傍 に も た ら さ れ 、 ス タ ン プ の 突 出 部
が デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル の 適 切 な 部 分 に 接 触 す る 。 そ の 結 果 、 ス タ ン プ 上 に 存 在 す る 材 料 が
、 デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル の 表 面 の 接 触 部 に 転 写 さ れ 、 マ イ ク ロ コ ン タ ク ト 印 刷 さ れ た 層 11が
提 供 さ れ る 。 マ イ ク ロ コ ン タ ク ト 印 刷 法 で は 、 解 像 度 を 向 上 す る こ と が で き る た め 、 マ イ
ク ロ コ ン タ ク ト 印 刷 法 に よ っ て 、 従 来 の 光 転 写 技 術 を 超 え る 大 き な 利 点 が 得 ら れ る 。 マ イ
ク ロ コ ン タ ク ト 印 刷 法 で は 、 表 面 に サ ブ ミ ク ロ ン レ ベ ル の パ タ ー ン が 提 供 さ れ 、 十 分 に 高
い 解 像 度 が 得 ら れ る と い う 特 徴 が あ る 。 ま た マ イ ク ロ コ ン タ ク ト 印 刷 法 は 、 工 程 が 簡 単 で
、 周 囲 条 件 で 実 施 す る こ と が で き る た め 、 光 転 写 シ ス テ ム に 比 べ て 経 済 的 で あ る 。 さ ら に
、 マ イ ク ロ コ ン タ ク ト 印 刷 法 で は 、 電 子 ビ ー ム 転 写 法 （ 高 い 解 像 度 が 必 要 な 特 に 使 用 さ れ
る 従 来 の 技 術 ） の よ う な 他 の 技 術 に 比 べ て 、 製 品 処 理 能 力 が 向 上 す る 。 さ ら に 、 マ イ ク ロ
コ ン タ ク ト 印 刷 法 は 、 高 い 印 刷 精 度 を 維 持 し た ま ま で 、 大 き な デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル 2に 適
用 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 5に は 、 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ ッ セ ン ト 材 料 を 含 む 液 滴 12の 設 置 効 果 を 示 す 。 マ イ ク ロ コ
ン タ ク ト 印 刷 層 11は 、 液 体 を は じ く 撥 水 特 性 を 有 し 、 ま た は マ イ ク ロ コ ン タ ク ト 印 刷 層 11
に は 、 撥 水 特 性 が 付 与 さ れ る 。 例 え ば 25乃 至 60゜ 、 特 に 50゜ の よ う な 大 き な 接 触 角 Φ を 容
易 に 得 る こ と が で き る 。 そ の よ う な 角 度 は 、 従 来 の フ ォ ト レ ジ ス ト 構 造 部 9に よ っ て 得 ら
れ る 角 度 に 匹 敵 す る 。 従 っ て 、 マ イ ク ロ コ ン タ ク ト 層 11は 、 実 質 的 に 従 来 の 構 造 部 9と 同
じ 位 置 に 印 刷 す る こ と が で き 、 こ の マ イ ク ロ コ ン タ ク ト 層 11は 、 前 述 の 従 来 技 術 を 超 え る
利 点 を 有 し た ま ま 、 隣 接 す る 表 示 画 素 3の 液 滴 12の 混 合 を 実 質 的 に 防 止 す る 機 能 を 発 揮 す
る こ と が で き る 点 で 好 適 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 6A乃 至 6Dに は 、 本 発 明 に よ る 製 造 処 理 プ ロ セ ス の い く つ か の ス テ ッ プ が 示 さ れ て い る
。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 6Aで は 、 基 板 7が 提 供 さ れ る 。 基 板 は 、 例 え ば ガ ラ ス 基 板 ま た は 高 分 子 基 板 で あ る 。
基 板 に は 、 高 分 子 層 （ 図 示 さ れ て い な い ） が 提 供 さ れ て も 良 い 。 図 6Aで は 、 さ ら に 、 保 護
層 6お よ び ITOア ノ ー ド 8が 設 置 さ れ パ タ ー ン 化 さ れ る 。 保 護 層 6の 厚 さ は 、 極 め て 薄 い 。 厚
さ は 例 え ば 20nmで あ り 、 ア ノ ー ド 8を カ ソ ー ド （ 図 6Dに 示 さ れ て い る ） か ら 分 離 す る に は
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、 こ の 厚 さ で も 十 分 で あ る 。 保 護 層 6は 、 SiO 2 の よ う な 無 機 層 で あ っ て も 、 ク ロ ス リ ン ク
温 度 が 低 い フ ォ ト レ ジ ス ト 層 で あ っ て も 良 い 。 ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル
2の 場 合 、 通 常 、 個 々 の 表 示 画 素 3の 回 路 （ 図 示 さ れ て い な い ） が 、 図 6A乃 至 6Ｄ に 示 す 層
の 下 側 に 存 在 す る 。 ITO層 8は 、 例 え ば 100乃 至 200nmの 厚 さ 範 囲 で あ る 。 保 護 層 6お よ び ITO
ア ノ ー ド 8に は 、 O 2 プ ラ ズ マ ま た は UVオ ゾ ン 処 理 が 実 施 さ れ 、 こ れ ら の 層 の 濡 れ 性 が 向 上
す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 6Bで は 、 前 述 の よ う に 、 層 11が マ イ ク ロ コ ン タ ク ト 印 刷 さ れ 、 ま た は 定 形 さ れ る 。 マ
イ ク ロ コ ン タ ク ト 印 刷 さ れ た 層 11は 、 厚 さ が 例 え ば 1乃 至 3nmの 自 己 組 織 化 単 分 子 層 （ SAM
） で あ る こ と が 好 ま し い 。 あ る い は 、 例 え ば 未 乾 燥 ス タ ン プ を 使 用 す る こ と に よ っ て 、 厚
膜 層 11が 設 置 さ れ て も 良 い 。 SiO 2 保 護 層 6に 対 し て 好 適 な 候 補 単 分 子 層 は 、 オ ク タ デ シ ル
－ ト リ ク ロ ロ シ ラ ン （ OTS） で あ る が 、 単 分 子 層 は 、 内 部 に フ ル オ ロ 基 を 含 む こ と が 好 ま
し い 。 こ の よ う な 好 適 な 候 補 材 は 、 ア ル ド リ ッ チ 社 か ら 入 手 で き る ト リ メ ト キ シ （ 3， 3，
3－ ト リ フ ル オ ロ プ ロ ピ ル ） シ ラ ン で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 あ る い は 、 保 護 層 6は 、 高 分 子 薄 膜 層 で あ っ て も 良 い 。 多 く の 高 分 子 は 、 自 身 に 適 し た
、 濡 れ 性 の 低 下 に 必 要 な 単 分 子 層 11を 有 す る 。 以 下 に い く つ か の 材 料 系 を 示 す が 、 本 発 明
が こ れ ら の 例 に 限 定 さ れ な い こ と は 明 ら か で あ る 。 同 様 に 、 層 11は 、 高 分 子 基 板 7上 に マ
イ ク ロ コ ン タ ク ト 印 刷 さ れ て も 良 い こ と に 留 意 す る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 カ ル ボ キ シ ル 無 水 官 能 化 ポ リ エ チ レ ン （ PE） を 、 ポ リ （ tert－ ブ チ ル ア ク リ レ ー ト ） （
PTBA） と と も に ス タ ン プ 転 写 す る こ と に よ り 、 湿 式 化 学 処 理 の 後 、 ポ リ ア ク リ ル 酸 （ PAA
） 高 分 岐 膜 が 得 ら れ る 。 PAA膜 は 、 フ ッ 素 化 に よ っ て 官 能 化 さ れ 、 撥 水 層 11が 得 ら れ る 。
ま た こ の フ ッ 素 化 処 理 は 、 浸 漬 法 に よ っ て も 行 う こ と が で き る 。 興 味 あ る 事 項 は 、 ITOが
フ ッ 素 化 さ れ ず 、 良 好 な 濡 れ 性 を 維 持 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 別 の 例 は 、 親 水 性 ポ リ ス チ レ ン （ hPS） 上 で 、 積 層 状 高 分 子 電 解 質 ス タ ッ ク の パ タ ー ン
化 処 理 を 行 う も の で あ り 、 高 分 子 電 解 質 ス タ ッ ク の 露 出 さ れ た ポ リ ア ミ ン 層 上 に 、 ポ リ ス
チ レ ン － ブ ロ ッ ク － ポ リ ア ク リ ル 酸 （ PS－ b－ PAA） の マ イ ク ロ コ ン タ ク ト 印 刷 が 行 わ れ る
。 基 板 7に は 、 シ ェ ル フ （ shelf） か ら そ の よ う な ス タ ッ ク が 提 供 さ れ る 。 フ ッ 素 化 処 理 に
よ っ て 、 マ イ ク ロ コ ン タ ク ト 印 刷 さ れ た 層 11の 撥 水 特 性 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 さ ら に 別 の 例 は 、 ポ リ ス チ レ ン （ PS） へ の ポ リ （ 乳 酸 ） － ポ リ （ エ チ レ ン グ リ コ ー ル ）
（ PLA－ PEG） の 印 刷 処 理 で あ る 。 PS自 身 は 、 あ ま り 良 好 な 濡 れ 性 を 示 さ な い 。 マ イ ク ロ コ
ン タ ク ト 印 刷 を 行 う こ と に よ っ て 、 印 刷 処 理 さ れ て い な い PS領 域 13の 低 い 濡 れ 性 を 維 持 し
た ま ま 、 PLA－ PEG領 域 に 、 良 好 な 濡 れ 性 を 付 与 す る こ と が で き る 。 こ の 方 法 で は 、 図 7に
示 す よ う な 「 反 対 印 刷 」 法 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 に 示 す よ う に 、 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ ッ セ ン ト 材 料 を 含 む 液 体 を 設 置 す る 前 に 、 保 護 層 の
一 部 6Aが 露 出 さ れ る よ う に 層 11が 定 形 さ れ る 。 親 水 性 部 分 6Aは 、 表 示 画 素 3の 端 部 ま で 液
体 を 引 き 寄 せ る た め 、 こ れ ら の 部 分 6Aに よ っ て 、 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ ッ セ ン ト 材 料 を 表 示 画
素 領 域 に 均 一 に 分 散 さ せ る こ と が で き る 。 層 11に は 、 フ ッ 素 化 処 理 が 行 わ れ 、 こ の 層 に 撥
水 特 性 が 付 与 さ れ 、 ま た は こ の 層 の 撥 水 特 性 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 6Cで は 、 先 に 図 5を 参 照 し て 示 し た よ う に 、 マ イ ク ロ コ ン タ ク ト 印 刷 さ れ た 層 11同 士
の 間 に 、 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ ッ セ ン ト 材 料 を 含 む 液 体 12が 設 置 さ れ 収 容 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 図 6Ｄ で は 、 カ ソ ー ド と し て 、 厚 さ が 100乃 至 200nmの 金 属 層 13が 設 置 さ れ る 。 こ の カ ソ
ー ド 13は 、 上 部 放 射 式 デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル 2に と っ て 必 要 で あ れ ば 、 透 明 で あ っ て も 良 い
こ と に 留 意 す る 必 要 が あ る 。 本 発 明 は 、 底 部 放 射 式 お よ び 上 部 放 射 式 デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル
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の 両 方 に 適 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 図 7に は 、 本 発 明 の 「 反 対 印 刷 法 」 の 実 施 例 に よ る 、 デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル 上 の エ レ ク ト
ロ ル ミ ネ ッ セ ン ト 材 料 を 含 む 液 滴 の 一 例 を 示 す 。 ポ リ ス チ レ ン 層 13に 、 ポ リ （ 乳 酸 ） － ポ
リ （ エ チ レ ン グ リ コ ー ル ） （ PLA－ PEG） を 用 い て マ イ ク ロ コ ン タ ク ト 印 刷 が 行 わ れ る 。 PS
層 13自 身 は 、 あ ま り 良 好 な 濡 れ 性 を 有 さ な い 。 マ イ ク ロ コ ン タ ク ト 印 刷 を 行 う こ と に よ り
、 良 好 な 濡 れ 特 性 が 付 与 さ れ た PLA－ PEG領 域 14が 定 形 さ れ 、 PS層 13の 印 刷 さ れ て い な い 領
域 を 濡 れ 性 が 低 い 状 態 に 維 持 す る こ と が で き る 。 こ の よ う に し て 、 「 反 対 印 刷 法 」 が 行 わ
れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ８ 】
【 図 １ 】 デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル を 有 す る 電 気 装 置 の 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 従 来 の パ ッ シ ブ マ ト リ ク ス デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル の 上 面 図 と 、 A-A線 お よ び B-B線 に
沿 っ た 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 従 来 の ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル の 一 部 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 例 に よ る パ ッ シ ブ マ ト リ ク ス デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル の 上 面 図 と 、 A-A
線 に 沿 っ た 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 実 施 例 に よ る デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル 上 の エ レ ク ト ロ ル ミ ネ ッ セ ン ト 材 料 を
含 む 液 滴 を 表 す 図 で あ る 。
【 図 ６ Ａ 】 本 発 明 に よ る 製 造 処 理 プ ロ セ ス の あ る ス テ ッ プ を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ６ Ｂ 】 本 発 明 に よ る 製 造 処 理 プ ロ セ ス の 別 の ス テ ッ プ を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ６ Ｃ 】 本 発 明 に よ る 製 造 処 理 プ ロ セ ス の 別 の ス テ ッ プ を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ６ Ｄ 】 本 発 明 に よ る 製 造 処 理 プ ロ セ ス の 別 の ス テ ッ プ を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 「 反 対 印 刷 法 」 の 実 施 例 に よ る デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル 上 の エ レ ク ト ロ ル ミ
ネ ッ セ ン ト 材 料 を 含 む 液 滴 を 表 す 図 で あ る 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ Ａ 】

【 図 ６ Ｂ 】

【 図 ６ Ｃ 】

【 図 ６ Ｄ 】

【 図 ７ 】
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【 国 際 調 査 報 告 】
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